
広報うちなだは再生紙を使用しています。 

2002

3
No. 470

〔主な内容〕

●地域の将来を考えてみませんか（P2～3）
（市町村合併について、岩本町長に聞く！）

●石川県知事選挙 （P4）
●新１年生おめでとう （P6～7）

向
粟
崎
悪
魔
祓
い

2月24日（日）金沢市文化ホールで

開催された金沢市公民館大会・公民

館フェアにゲスト出演しました。

悪魔祓いとは……

向粟崎では悪魔祓いという独特の役が

あり、これは藩政時代に、金沢の修験
しゅげん

山伏
やまぶし

が市中をまわって悪魔祓いをした

のが起源ではないかと言われています。

ヤヒコ ババ

アクマン バライ



一昨年の「地方分権一括法」の施行により、今まで以上に地方自治が注目されるようになってきまし
た。地方自治体を預かる立場として、これまで以上に身の引き締まる思いであると同時に、国の行政に
も注目しているところです。
昨年行われた全国市町村長大会では、確かに国の画一的な合併施策には反対する意見が多くありまし

たが、市町村合併を財政的に健全であるかどうかという視点でとらえた場合、総論的には検討する時期かもしれな
いとも考えています。
民間企業が経営の効率化を怠れば破綻するように、私は以前から市町村においても経営的発想が必要であると考
えてきましたし、住民はお客様であると考えて行政サービスを心がけてきました。現在、町の財政（広報２月号）
については県内有数の健全さであると自負していますし、この意味では、内灘町については合併論議は無用である

と考えています。
福島県矢祭町の場合は、過去の苦い合併体験を、二度と町民に味わ
わせたく無いとの決意表明であり、その他鹿児島県桜島町や、広島県
府中町など、日本全国にはいくつかの自治体が同様な決意表明をして
います。
ともあれ、人口要件だけで合併を強要する国の方針には疑問を感じ
ていますし、独自の行政と住民の知恵で一生懸命頑張っている市町村
を見殺しにしてはならないと考えています。

それぞれの市町村は長い歴史、伝統、風土、自然、
地理的環境等が各々異なっています。それらを勘案し
た中で、市町村合併は将来にわたって地域のあり方や
住民生活に大きな影響を与える重要な事項と認識して

います。従って市町村合併はそこに住む人々のご意志に基づき行
われるべきだと考えています。

地域の将来を考えてみませんか 
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全国3,200余りの市町村のうち、約３分の２の市町村が合併について検討をはじめているという

報道がある一方で、いかなる市町村とも合併しない宣言を可決した町が出てくるなど、世を挙げて

合併論議で右往左往している中、４期目の町長選挙に臨み岩本秀雄内灘町長は、『内灘町は地域の

特性を踏まえた上で単独市制を指向して町勢の伸長を図る』と表明しました。そこで今月号では

岩本町長の考えについて伺います。

昨年行われました全国市町村長大会の席上、国が押し付ける合併に対して反
対議論が沸騰したと聞いておりますし、福島県矢祭（やまつり）町では「いか
なる市町村とも合併しない」ことを宣言したことが報道されましたが？

合併についてどのように考えていますか？



国は合併した市町村には『市町村建設計画に基づく新しいまちづくりで、特に必要と認められる経費
について、10ヶ年度に限り合併特例債の財政措置を講ずる』と公表していますが、この合併特例債は
一時的な救済措置であって、いずれは返済をしなければならない財政措置であります。よって将来の展
望は見えてこないと考えています。

また、財政難に苦しむ自治体を救済する甘やかしの考えでは、国の崩壊にもつながりかねないと言えます。この
ような状況下であればこそ、それぞれの自治体の知恵と努力で、21世紀にふさわしい新しい都市づくりを促進し
て行くことが国の役割だと考えています。

内灘町の昭和37年町制施行時の人口は6,700人余でありましたが、県住宅供給公社によるアカシア
団地の開発に端を発し、以後同公社、民間開発業者及び土地区画整理組合による良好な宅地開発が進み、
飛躍的に人口が増加し、町制施行40周年の今年には人口26,700人余の県内41市町村（８市、27町、
６村）のうち、人口では上位８番目の町として変貌しました。内灘町は昭和28年の『昭和の大合併』

を経験していない数少ない町であります。先人が粒々辛苦され、築き上げてきた町を、そしてこよなく内灘町を愛
している町民の皆様と対話しながら、極め細かな行政サービスを推進し、安住の地として老後を楽しく過ごせる町
づくりこそ、私に課せられた使命と認識しております。
色彩で表現してみるならば、金沢市はいぶし銀の輝きであり、わび、さびを兼ね備えた歴史の深みを感じさせま
すが、一方、内灘町は、太陽の光のような黄金の輝きであり、明るい将来を期待させると思っています。
例えて申し上げれば、内灘砂丘を舞台にくり広げられる『世界の凧の祭典』、砂丘を題材とした文学や文化等を
背景にした内灘砂丘フェスティバル、文芸スクール、オートカラーチェンジャーによるライトアップで輝くサンセ
ットブリッジの季節感あふれる夜の景観、日本海、河北潟におけるマリンレジャー等々、これからの内灘町を荷う
若い世代にとっても大いなる夢を馳せる町であると確信しています。
我々にはこれからもこの明るいイメージと自然の恵みを大切に育み、引き継いでいく義務があると思います。私
は、このような特性を生かして若者が集える町、若者が定住し高齢者とともに生きて行けるまちづくりを念頭に、
他にない魅力あるまちづくりを志向し、将来の市制を目指して努力して行きたいと考えています。

「金沢を政令指定都市に」という発想については、現実的に難しい問題だと思います。それぞれのま
ちが、住民のためにいかに優れた行政サービスを提供できるか、基本的にはこのことが全てに優先する
課題だと考えています。
石川県における人口の割合を考えた時に、いたずらに人口規模を追いかける事は必ずしも健全な状態

では無いと考えています。先ごろ明らかになった地域魅力度調査結果によっても分かるとおり、内灘町は金沢市に
比較してより住み良いまち、魅力あるまちという客観的評価がなされており、しかもこの差はますます拡大傾向に
あると聞いています。
これらの調査結果については真摯に受け止め、これからも住民本位で個性あるまちづくりを目指していきたいと
考えています。
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合併することによって国から財政援助等の優遇処置があると聞いています
が、その点についてはどのように考えていますか？

金沢市を中心として、周辺の町を吸収合併する前提で発想されています金沢
都市圏構想についてはどうお考えですか？

北部３町が合併することは、それぞれの町の考え方なので私からコメントはさし控えますが、ただ従
来から北部３町の先代の町長さん方の間で、この問題が起きる以前から合併が話題になったこともあり、
３町の大きな今日的な政治的課題と認識しています。

河北郡内では、北部３町（高松町、宇ノ気町、七塚町）が合併することに前
向きに検討していることについて、どうお考えですか？

内灘町は地域の特性を大切にした上で、単独市制を目指すことについては、
いかがですか？
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※投票所のご案内は、後日配付のチラシ及び有権者への投票所入場券でお知らせします。
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午前7時　　　　から午後8時　　　　までです。

投票時間は

3月17日（日）は
石川県知事選挙の投票日です。
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詳しくは 内灘町選挙管理委員会（☎286－1111）へお問い合わせください。

①平成13年12月１日以前に転入届をし、引き続き平成14年３月17日まで住所を有する人。
②本町の選挙人名簿に登録されている人で平成13年11月17日以降に本町から転出し、県内の他市町
村へ転入届出をされた人。（この場合、転出先の市町村の発行する証明書が必要です。）
※転入、転出届出日により、取り扱いが異なる場合があります。

昭和57年３月18日以前に生まれた人

住所条件

年齢条件

◎内灘町で投票できる人



2002.3.5.（5）

世
界
の
凧
の
祭
典

新入会員募集
日本海内灘砂丘凧の会では、新入会員を募集しています。
毎年５月４日に開催される内灘町世界の凧の祭典に協力し、参加して
います。
日頃の凧についての技術向上や地域の普及、ボランティアの凧作りに
参加してみませんか？
毎年内灘地域の小学生、内灘子ども凧遊び大会、内灘高等学校の凧や
ジャパンテントの凧の指導をしています。
全国各地との交流はもちろんのこと、海外の人々との交流でより良い
凧仲間を作りませんか。
尚、会員になれば凧の作り方やノウハウ等を習得することができます。

入会の要項／凧に興味のある老若男女の方
会費・年会費／5,000円
連絡先／凧の会会長　能村　憲治（☎286－1191）

事務局長　　箕谷　幸治（☎286－0107）

内灘町のメインイベントとなりました世界の凧の祭典が
今年も下記のとおり開催されます。
家族そろって楽しめるイベントですので、多数ご参加ください。

●参加資格 手づくり凧（大凧・連凧等）をお
持ちの方なら、個人、グループを
問わず、参加できます。

●大会参加費 無　料
● 参加申込締切 平成14年４月10日（水）
● 参加申し込み・問い合わせ先
内灘町教育委員会 生涯学習課　
〒920－0292 内灘町字大学1丁目2番地1
☎286－6716  FAX286－6714

※参加申込書は、生涯学習課に用意してあります。

世界の
凧の祭典開催

第11回 スポーツカイト日本海チャレンジ
第14回 日本海凧揚げ大会
第24回 日本の凧の会国際凧揚げ大会

凧揚げ大会参加者募集！

●申し込み締切 平成14年４月5日（金）
● 参加者負担金 15,000円（テント一張）
●申し込み先 内灘町商工会

内灘町字鶴ヶ丘2丁目161
☎286－4200  FAX286－4290

売店出店募集！

日本海内灘砂丘凧の会

北陸中日新聞社提供

期　日　平成14年５月３日・４日
５月３日　スポーツカイト競技大会、

自由凧揚げ、歓迎レセプション
５月４日　本大会（雨天決行）

会　場　内灘海水浴場特設会場
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太
朗

柴
本
　
　
慶

城
寳
　
椋
大

惣
田
　
涼
太

高
橋
　
克
文

田
中
　
稔
来

山
崎
　
千
晶

徳
本
　
直
道

中
島
　
誠
人

中
町
　
　
遊

西
森
　
公
将

根

賢
也

橋
野
　
一
哉

畑
　
佳
寿
哉

福
井
　
暢
平

松
田
　
勇
祐

村
田
　
　
俊

本
山
　
　
舜

山
本
　
楓
眞

夷
藤
　
若
奈

奥
村
　
真
衣

川
崎
　
莉
織

喜
多
　
叶
美

佐
久
間
葉
月

島
崎
　
　
葵

島
野
萌
々
香

田
中
　
未
来

茶
谷
　
愛
里

永
田
　
有
紀

成
田
　
　
葵

橋
本
　
真
穂

平
田
　
未
来

宮
崎
　
桃
子

薮
下
　
佑
季

寺
西
　
優
斗

梅
田
　
秀
人

櫻
谷
　
晃
平

納
谷
　
涼
平

植
松
　
利
紗

長
江
　
広
輝

松
本
　
遥
輝

吉
田
　
和
晟

板
坂
　
真
佑

板
谷
　
黄
湖

神
田
　
美
咲

向
粟
崎

43
名

緑
台

10
名

向
陽
台

11
名

鶴
ケ
丘
西

20
名

鶴
ケ
丘
北

14
名

大
根
布

43
名

鶴
ケ
丘
東

40
名

千
鳥
台

43
名

ア
カ
シ
ア

4
名

旭
ケ
丘

14
名
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新

一

年

生

町立小学校新入学児童数の推移 

学校名 年度 

向粟崎小学校 

鶴ヶ丘小学校 

大根布小学校 

西荒屋小学校 

　合　　計 

（人） 

清 湖 小 学 校  

9年 10年 

80

66

89

19

317

63

74

76

93

18

322

61

11年 

76

74

91

27

320

52

12年 

62

84

86

11

304

61

13年 

70

81

85

24

308

48

14年 

71

74

74

16

289

54

※9～13年度は5月1日現在学校基本調査データによる。 
　14年度は平成14年2月15日現在、住民登録データによる。 

・・
向
粟
崎
　
・・
ア
カ
シ
ア
　

・・
旭
ケ
丘
　
・・
緑
台

・・
千
鳥
台
　
・・
向
陽
台

・・
鶴
ケ
丘
東
　
・・
鶴
ケ
丘
西

・・
鶴
ケ
丘
北

・・
大
根
布
　
・・
大
清
台
　
・・
大
学

・・
宮
坂
　
・・
ハ
マ
ナ
ス

・・
北
部
土
地
区
画

・・
西
荒
屋
　
・・
室
　
・・
湖
西

西
荒
屋
小
学
校

清
湖
小
学
校

鶴
ヶ
丘
小
学
校

大
根
布
小
学
校

向
粟
崎
小
学
校

大
河
　
　
楓

太
田
　
芽
衣

勝
山
　
詩
織

金
丸
　
莉
夕

上
出
　
莉
奈

工
藤
　
千
怜

久
保
　
　
捺

新
谷
　
　
麗

高
木
　
結
衣

田
中
　
慶
美

中
西
　
　
文

中
村
英
莉
沙

仲
谷
　
　
陵

長
原
　
萌
紅

西
方
美
和
子

西
谷
　
榛
華

橋
本
　
詩
野

船
本

里

古
田
　
彩
乃

松
本
真
菜
美

谷
内
　
百
花

若
林
　
桃
香

渡
辺
　
早
咲

岩
本
　
省
三

黒
川
　
夏
月

西
野
　
裕
介

小
谷
今
日
子

銭
丸
み
の
り

豊
田
　
果
林

中
森
　
朝
香

濱
本
　
壱
晟

平
敷
　
昂
大

吉
村
　
紀
廣

川
端
　
薫
子

中
川
　
理
香

中
本
　
愛
理

服
部
菜
々
子

行
野
　
亜
紀

遠
山
　
秀
也

徳
田
晋
乃
助

前
崎
　
将
大

金
森
　
祐
香

当
麻
　
紗
恵

長
谷
川
奈
保

前
崎
　
友
里

舛
田
　
晶
枝

中
居
　
賢
一

中
村
　
直
紀

中
村
　
遼
太

西
川
　
太
郎

横
谷
　
健
人

生
田
　
　
遥

室
谷
志
那
子

古
平
　
天
斗

岡
野
　
泰
己

岡
部
　
大
介

川
野
　
柊
人

川
畑
　
翔
星

長
尾
　
　
勝

八
田
　
裕
光

浜
田
　
武
虎

南
　
　
翔
太

福
武
美
沙
都

二
ツ
谷
佳
奈
子

三
浦
　
法
子

南
　
　
采
花

黒
田
　
琢
真

端
　
　
丞
馬

氏
家
　
瑠
衣

久
島
ち
な
み

計
289
名

掲
載
し
た
新
一
年
生
の
お
名

前
と
地
区
は
、
二
月
十
五
日
現

在
の
住
民
登
録
に
よ
る
も
の
で

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

万
一
、
お
名
前
が
漏
れ
て
い

た
り
、誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
２
８
６
―
６
７
１
７

地
区
別
通
学
区
域

大
清
台

7
名

北
部
土
地
区
画

1
名

西
荒
屋

12
名

室

4
名

大
学

8
名

ハ
マ
ナ
ス

8
名

宮
坂

7
名
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消
防

だ
よ
り

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
候
と

な
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
や
職
場
で
の

火
の
取
扱
い
に
充
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

消
防
本
部
で
は
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す

の
で
町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
消
防
本
部
、
署
、
消
防
団
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練

○
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

○
一
日
消
防
署
長
に
よ
る
街
頭
宣

伝
○
町
内
火
災
予
防
広
報
パ
レ
ー
ド

○
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
防
火
訪
問

○
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
（
十
二
時
、
十
七
時
）

及
び
広
報

三
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●『
戦
国
二
人
三
脚
』杉

本
す
ぎ
も
と

苑そ
の

子こ

著

数
多
く
の
名
家
・
名
族
が
乱
世
の
露
と

消
え
た
時
代
、
前
田
利
家
の
妻
と
な
り
、
加
賀
藩
主
の
母
と
な
っ
た

女
性
・
ま
つ
。
家
族
へ
の
深
い
愛
情
、
そ
し
て
利
家
と
の
固
い
絆
、

前
田
家
の
繁
栄
と
存
続
の
た
め
に
尽
く
し
た
そ
の
生
涯
が
、
感
動
的

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
情
報

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●『
14
の
心
を
き
い
て
』

つ
ち
だ
　
よ
し
は
る
　
著

ゴ
ン
タ
は
耳
の
聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
た

ち
の
学
校
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ケ
ン
カ
ば

か
り
し
て
い
た
ゴ
ン
タ
は
、
一
生
懸
命
な
先
生
や
友
達
を
見
て
い
る

う
ち
に
心
を
開
い
て
い
き
ま
す
。実
際
の
ろ
う
学
校
を
モ
デ
ル
に
し
、

絵
本
化
し
た
作
品
で
す
。
音
の
な
い
世
界
を
読
者
に
伝
え
ま
す
。
や

さ
し
い
耳
を
す
ま
せ
て
心
の
声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
！

●『
レ
ッ
ス
ン
ズ
』

谷
村

た
に
む
ら

志
穂

し

ほ

著

壊
れ
そ
う
な
心
を
も
つ
少
女
リ
コ
と
、

幼
い
頃
母
に
捨
て
ら
れ
愛
に
臆
病
な
家
庭
教
師
が
、
二
人
で
重
ね
た

明
日
へ
の
レ
ッ
ス
ン
。「
私
た
ち
、
自
分
で
強
く
な
る
し
か
な
い
ん

だ
よ
」。
明
日
へ
の
勇
気
を
く
れ
る
、
ピ
ュ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ー
。

〔
「
版
画
　
の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

春
季
火
災
予
防
運
動 

水 

火 

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

期
間
中
の
行
事
等

雛
壇
に読

み
聞
か
せ
す
る

お
茶
目
な
子
・・・・・・
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図
書
館

情
報

今
年
の
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月

二
十
七
日
に
か
け
て
金
沢
医
科
大
学

の
学
生
十
三
名
（
男
五
名
、
女
八
名
）

が
内
灘
町
消
防
署
の
救
急
車
に
同
乗

し
、
救
急
現
場
の
実
習
を
体
験
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
に
お
け
る
救
急
体

制
の
仕
組
み
と
救
急
処
置
の
基
礎
知

識
を
知
り
、
将
来
の
医
療
に
少
し
で

も
役
立
ち
た
い
と
の
思
い
で
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
救
急
現
場
を
体
験
し

た
学
生
は
、
救
急
の
傷
病
者
に
対
す

る
思
い
や
り
と
、
迅
速
適
確
な
応
急

処
置
を
目
の
当
り
に
し
、
救
急
医
療

の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
分

の
こ
れ
か
ら
の
医
療
人
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
つ
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

「
た
し
か
め
て
。
火
を
消
し
て
か
ら
　
次
の
こ
と
」

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

生
き
る
読
書

群む
れ

よ
う
子こ

白
山
信
仰

し
ん
こ
う

の
源
流

本
郷

ほ
ん
ご
う

真
紹

ま
さ
つ
ぐ

ほ
ん
ね

乙
武

お
と
た
け

洋
匡

ひ
ろ
た
だ

ど
う
す
る
日
本
経
済

朝あ
さ

日ひ

新
聞
社

し
ん
ぶ
ん
し
ゃ

日
本
人
の
こ
こ
ろ
　
三

五い
つ

木き

寛
之

ひ
ろ
ゆ
き

野や

草そ
う

の
お
ぼ
え
方
上
・
下

い
が
り
ま
さ
し

便べ
ん

秘ぴ

を
治な

お

す
45
の
方
法

山
口

や
ま
ぐ
ち

時と
き

子こ

マ
マ
と
パ
パ
に
聞き

か
せ
た
い
27
の
話

鈴す
ず

木き

光こ
う

司じ

わ
が
人
生

じ
ん
せ
い

の
時
の
人
々

石
原

い
し
は
ら

慎し
ん

太た

郎ろ
う

お
ん
な
心

ご
こ
ろ

い
ろ
い
ろ
帖

ち
ょ
う

高
橋

た
か
は
し

治
お
さ
む

青
年
社
長

せ
い
ね
ん
し
ゃ
ち
ょ
う

上
・
下

高
杉

た
か
す
ぎ

良
り
ょ
う

噂う
わ
さ
の
娘

む
す
め

金か
な

井い

美
恵
子

み

え

こ

漂
民

ひ
ょ
う
み
ん

栗く
り

田た

勇
い
さ
む

利
家

と
し
い
え

と
ま
つ
前
編

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

し
ゅ
っ
ぱ
ん

他

多

数

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

全
国
統
一
標
語

問 内灘町立図書館でボランティア
を募集した場合、あなたは参加
したいと思いますか？

図書館ボランティアに参加してもよい
と考えておられる方が、こんなに多いと
は思っていませんでした。内灘町には現
在、子ども達に読み聞かせや語りをおこ
なう「おはなしの会『がらがらどん』」
というボランティアグループがあり、図
書館と連携しながら活発に活動していま
す。今後は、高齢者や障害者に対する一
層のサービスの向上を図っていきたいと
考えておりますので、そのためのボラン
ティアを募る予定です。その節には、よ
ろしくお願いします。

アンケート調査集計結果より 4
その 先月号に引き続き、昨年10月2日（火）～6日（土）まで実施

しました、図書館のアンケート調査の結果の一部をお知ら
せいたします。

対象：一般利用者300名（男性：95名 女性：205名）

特技を生かせれば 
参加したい 

自分にできるものが 
あれば参加したい 

 
参加したくない 

 
わからない 

 
その他 

 
無記入 

0 10 20 30 40 50 60 %

男 

女 

13
5

34
54

5
8

40
26

2
2

6
4

 

体
験
実
習 

救
急
車
同
乗 

金沢医 
科大生 



二
月
二
十
四
日
（
日
）
宮
坂
公
民
館
で
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
１
と
な
る
、
愛
知
大
学
名
誉
教
授
　
勝
尾
金
弥
氏
に
よ
る
講
演
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
百
名
も
の

人
々
が
集
ま
る
と
と
も
に
、
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
子
ど
も
が
本
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
」、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る

「
い
い
話
・
い
い
音
楽
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
ま
で

予
定
さ
れ
て
お
り
、
三
月
二
十
一
日
に
は
文
化

会
館
に
お
い
て
作
家
　
鈴
木
光
司
氏
に
よ
る
講

演
、
そ
し
て
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ピ
ア

ノ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
も
「
い
い
話
・
い
い
音
楽
」
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

い
話
・

い
い
音
楽

い

第
五
十
五
回
河
北
郡
体
育
祭
が
早
く
も
始

ま
り
ま
し
た
。
二
月
十
一
日
岐
阜
県
白
川
村

の
白
弓
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
、
郡
体
ス
キ

ー
競
技
で
内
灘
町
は
男
子
二
位
、
女
子
四
位

の
結
果
で
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
で
、
内
灘
町

選
手
た
ち
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
新
調
し
た
真
新

し
い
ウ
ェ
ア
で
、
強
豪
の
ひ
し
め
く
中
、
精

一
杯
の
滑
走
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、

七
月
七
日
に
行
わ
れ
る
本
大
会
の
総
合
点
に

加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

成
績
は
下
表
の
と
お
り
。

風
を
吹
き
抜
け

滑
走
！

寒

国
際
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
遠
く
セ
ネ
ガ
ル
の
地
へ
赴
き
、
二
年
間

に
渡
り
開
発
途
上
国
の
人
々
の
手
助
け
を
す
る
と
共
に
、
大
根
布
小
学

校
と
の
交
流
の
橋
渡
し
を
し
て
く
れ
た
水
口
亜
紀
さ
ん
（
向
陽
台
）
が
、

こ
の
た
び
任
期
を
終
え
、
日
本
に
戻
り
ま
し
た
。

長
く
セ
ネ
ガ
ル
通
信
と
し
て
「
広
報
う
ち
な
だ
」
で
セ
ネ
ガ
ル
の
暮

ら
し
を
紹
介
し
て
く
れ
た
水
口
さ
ん
、
二
年
間
の
思
い
出
を
ま
と
め
た

多
数
の
写
真
を
お
借
り
し
、
役
場
一
階
に
て
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
の
セ
ネ
ガ
ル
通
信
、
皆
様
も
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ネ
ガ
ル
の

思
い
出

セ

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

第
５
位
　

第
５
位
　

第
４
位
　

第
４
位
　

第
３
位
　

第
３
位
　

第
２
位
　

第
２
位
　

第
１
位
　

第
１
位
　

七
塚
町
　
　
９
点

高
松
町
　
　
16
点

津
幡
町
　
　
23
点

内
灘
町
　
　
33
点

宇
ノ
気
町
　
43
点

津
幡
町
　
　
31
点

宇
ノ
気
町
　
20
点

七
塚
町
　
　
13
点

内
灘
町
　
　
13
点

高
松
町
　
　
４
点

男
子
の
部

女
子
の
部

男子Ｆ組１位の高山選手



内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

内
灘
町
立
志
式

二
月
一
日
（
金
）、
内
灘
町
文
化
会
館
で
平
成

十
四
年
内
灘
町
立
志
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

立
志
式
と
は
、
十
四
歳
の
少
年
・
少
女
が
、
み

ず
か
ら
将
来
の
志
を
立
て
、
次
代
の
社
会
を
担
う

も
の
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
、
さ
ら
に
こ
れ
を
実

践
す
る
た
め
の
健
康
な
心
身
を
作
る
こ
と
を
目
標

に
、
青
年
へ
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
立
つ
日
を
、

「
立
志
の
日
」
と
し
て
祝
い
、
励
ま
す
も
の
で
す
。

第
一
部
で
の
式
典
は
、
前
田
真
悟
さ
ん
に
よ
る

町
民
憲
章
唱
和
、打
越
教
育
委
員
長
の
式
辞
の
後
、

万
年
恵
美
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
岩
本
町
長
、
中
村
町
議
会
議
長
か

ら
祝
辞
、
倉
本
校
長
よ
り
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
生
徒
を
代
表
し
濱
野
友
里
恵
さ
ん
、
高

真
紗
代
さ
ん
、
夷
藤
　
翔
さ
ん
、
小
林
祐
樹
さ
ん

の
四
人
の
方
が
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

二
部
の
講
演
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
金
沢
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
る
ト
ロ

イ
・
グ
ー
ギ
ン
ズ
さ
ん
を
迎
え
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
、「
尊
重
と
責
任
感
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 歳

の
新
し
い

ス
タ
ー
ト
に
立
つ

14
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ト
ト

ロ
の
家

ま
た
、
祝
う
会
終
了
後
、
バ
ザ
ー
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
　
き
▼

４
月
７
日
（日）

午
前
10
時
〜
12
時

一
周
年
を
祝
う
会

※
正
午
よ
り
バ
ザ
ー
を
お
こ
な
い
ま
す
。

と
こ
ろ
▼

「
ト
ト
ロ
の
家
」

鶴
ヶ
丘
４
丁
目
82
番
地

（
清
湖
小
学
校
近
く
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

☎
・
FAX
２
８
６
―
５
３
７
３

「
ト
ト
ロ
の
家
」
ま
で

お
宅
に
ね
む
っ
て
い
る
不
要
品
を
バ

ザ
ー
に
提
供
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
食
器
類
（
未
使
用
の
も
の
）、

衣
類
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
の
も
の
）、

日
用
品
な
ど
ご

連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
取
り
に
伺

い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

春
の
足
音
が
あ
ち
こ
ち
に
聞
こ
え
、
心
は

ず
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
「
ト
ト
ロ
の
家
」
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
４
月

８
日
に
う
ぶ
声
を
あ
げ
た
「
ト
ト
ロ
の
家
」

も
、
お
か
げ
さ
ま
で
１
才
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、
地
域
の
た
す
け
あ
い
の

輪
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
さ
さ
や
か
で
微
力

な
「
ト
ト
ロ
の
家
」
で
す
が
、
や
さ
し
い
春

の
陽
の
中
で
、
皆
様
と
と
も
に
喜
び
あ
い
、

今
後
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
く
下
記
の
と

お
り
１
周
年
の
お
祝
い
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

音
楽
や
お
ど
り
な
ど
楽
し
い
集
い
を
計
画

し
て
、
皆
様
の
ご
出
席
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
に
お
ね
が
い

「
ト
ト
ロ
の
家
」一
周
年
の
つ
ど
い
と
バ
ザ
ー
の
ご
案
内
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暮
ら
し
の
情
報

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

保
健
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
看
護
師
・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
パ
ー
ト
募
集

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼

①
看
護
師
（
パ
ー
ト
）
１
名

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
パ
ー
ト
）
１
名

応
募
資
格
▼
内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
健
康
な

方
で
、
年
齢
40
歳
ま
で
の
看
護
師
免
許
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格
以
上
を
有
す
る
方

②
に
つ
い
て
は
自
動
車
運
転
免
許
有
資
格
者

賃
金
▼
①
時
給
１，

０
０
０
円
　
諸
手
当
無
し

②
時
給
９
０
０
円
　
諸
手
当
無
し

勤
務
時
間
▼

①
週
４
日
、
１
日
６
時
間
程
度
（
月
〜
金
曜
日

の
間
で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
）

②
週
２
日
、
１
日
６
時
間
（
水
・
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
）

採
用
予
定
日
▼
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
雇
用

応
募
期
限
▼
３
月
20
日
（水）

応
募
要
領
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
交
付
す

る
願
書
、
履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出

面
接
選
考
▼
日
時
、
場
所
は
後
日
、
応
募
者
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
灘
町
嘱
託
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

中
学
校
校
務
員
　
１
名

応
募
資
格
▼

①
内
灘
町
に
在
住
す
る
64
歳
未
満
の
方

（
年
齢
は
平
成
13
年
度
末
現
在
）

②
ボ
イ
ラ
ー
技
師
及
び
危
険
物
取
扱
主
任
者

免
許
保
有
者
優
先
。
普
通
自
動
車
免
許
保

有
者

勤
務
条
件
等
▼

①
賃
　
金
　
月
額
１
３
４，

８
０
０
円

②
勤
務
日
　
原
則
、
月
〜
金
曜
日

③
そ
の
他
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
有
。
そ
の
他
町
規
程

に
よ
る

採
用
予
定
日
▼
４
月
１
日
（月）

応
募
期
限
▼
３
月
18
日
（月）

応
募
要
領
▼
総
務
課
受
付
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

面
接
試
験
▼
日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
課
受
付

道
路
等
管
理
作
業
員
募
集

内
灘
町
で
は
、
雇
用
対
策
の
一
助
と
し
て
道

路
、
遊
歩
道
等
の
管
理
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

雇
用
期
間
▼
４
月
〜
10
月

賃
金
▼
日
給
８，

０
０
０
円

勤
務
時
間
▼

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
実
働
７
時
間
）

（
原
則
　
月
〜
金
曜
日
）

雇
用
予
定
人
員
▼
８
名

応
募
資
格
▼

内
灘
町
在
住
で
59
歳
ま
で
の
健
康
な
方
、
ま

た
、
作
業
現
場
に
車
等
で
出
勤
で
き
る
方

応
募
期
限
▼
３
月
22
日
（金）

応
募
手
続
▼

産
業
経
済
課
で
交
付
す
る
申
込
書
を
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
産
業
経
済
課

公

園

作

業

員

募

集

作
業
内
容
▼
公
園
等
で
の
草
刈
機
に
よ
る
除
草
、

芝
刈
り
、
雪
吊
り
等
の
軽
作
業

雇
用
期
間
▼

平
成
14
年
４
月
初
旬
〜
平
成
15
年
３
月
末

賃
金
▼
日
給
５，

０
４
０
円
（
時
給
７
２
０
円
）

勤
務
時
間
▼

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
実
働
７
時
間
）

（
原
則
　
月
〜
金
曜
日
）

雇
用
予
定
人
員
▼
20
名
程
度

応
募
資
格
▼

内
灘
町
在
住
の
方
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

応
募
期
限
▼
３
月
20
日
（水）
ま
で

応
募
手
続
▼

都
市
計
画
課
で
交
付
す
る
申
込
書
に
、
健
康

診
断
書
を
添
え
て
、
応
募
期
限
ま
で
に
都
市

計
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
都
市
計
画
課
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暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報 勤

務
先
▼
高
松
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
内
灘
町
か
ら
15
分
）

連
絡
先
▼
高
松
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

者
　
北
ま
で

高
松
町
字
高
松
ク
40
（
高
松
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
２
８
１
―
３
７
１
１

働
く
婦
人
の
家
講
演
会

「
女
も
男
も
　
の
び
の
び
　
い
き
い
き
、

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
〜

日
時
▼
３
月
10
日
（日）

午
後
２
時
20
分
〜

講
師
▼
綿
引
　
伴
子
（
わ
た
ひ
き

と
も
こ
）
氏

（
金
沢
大
学
教
育
学
部
助
教
授
）

主
催
▼
働
く
婦
人
の
家
、
金
沢
大
学

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

働
く
婦
人
の
家
（
向
陽
台
公
民
館
）

新
築
記
念
樹
贈
り
ま
す

〜
ご
新
築
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

内
灘
町
で
は
、
明
る
い
緑
の
街
づ
く
り
の
た

め
に
、
又
、
あ
な
た
の
ご
新
築
を
記
念
し
て
、

さ
さ
や
か
で
す
が
、
樹
木
（
針
物
含
む
）
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

春
も
近
づ
き
、
こ
れ
か
ら
は
植
樹
に
最
良
の

時
期
と
な
り
ま
す
。
家
屋
の
新
築
が
確
認
さ
れ

た
後
、
引
換
券
を
お
贈
り
し
ま
す
の
で
町
内
の

造
園
業
者
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
建
設
課

(財)
内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

嘱

託

職

員

募

集

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼

中
型
バ
ス
運
転
手
　
１
名

応
募
資
格
▼
内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
64

才
ま
で
の
勤
勉
明
朗
で
健
康
な
方
（
大
型
運

転
免
許
有
資
格
者
）

勤
務
条
件
▼

①
賃
金
月
額
　
１
８
１，

１
０
０
円

②
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
・

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
９
時
（
交
替
勤
務
）

③
休
日
　
年
間
１
１
８
日

④
そ
の
他

社
会
保
険
有
。
そ
の
他
、
内
灘
町
公
共
施

設
等
管
理
公
社
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
４
月
１
日
（月）

応
募
期
限
▼
３
月
19
日
（火）

応
募
手
続
▼
内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
事

務
局
で
交
付
す
る
願
書
・
履
歴
書
に
健
康
診

断
書
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

面
接
試
験
▼
日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

（財）
内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
事
務
局

（
内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
内
）

あ
な
た
も
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼

看
護
婦
（
非
常
勤
）
３
名

保
育
所
パ
ー
ト
職
員
募
集

職
種
▼
・
保
育
士
助
手

・
調
理
員
助
手

応
募
資
格
▼
内
灘
町
在
住
で
年
齢
50
歳
ま
で
の

健
康
な
方
。

採
用
人
員
▼
若
干
名

賃
金
▼

保
育
士
助
手
　
時
給
９
０
０
円
〜
９
４
０
円

調
理
員
助
手
　
時
給
８
６
０
円
〜
９
０
０
円

勤
務
時
間
▼

保
育
士
助
手

①
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
午
後
０
時
〜
午
後
４
時

③
午
後
４
時
〜
午
後
７
時

調
理
員
助
手

午
前
８
時
〜
午
後
０
時
30
分

応
募
期
限
▼
３
月
18
日
（月）

応
募
要
領
▼
町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
各
々
の
有
資
格
者
を
優
遇
し
ま
す
。

面
接
試
験
▼
日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

白
帆
台
に
未
来
の
桜
並
木
を
！

100
本
の
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
み
ん
な
で
植
え

ま
し
ょ
う
。

白
帆
台
の
海
の
見
え
る
街
路
沿
い
に
桜
を
植

え
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
▼
３
月
23
日
（土）

午
前
10
時
〜

集
　
合
▼
内
灘
町
温
水
プ
ー
ル
前

持
ち
物
▼
ス
コ
ッ
プ
、
軍
手
、
お
わ
ん
、
お
は

し
（
植
樹
後
め
っ
た
汁
有
り
）

申
込
先
▼

内
灘
花
の
会

小
泉
　
弘
（
☎
２
８
６
―
５
１
０
５
）

河
北
教
科
書
セ
ン
タ
ー

移

転

の

お

知

ら

せ

平
成
14
年
２
月
に
、「
河
北
教
科
書
セ
ン
タ

ー
」
が
津
幡
町
の
中
条
小
学
校
に
移
転
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
河
北
郡

内
小
・
中
学
校
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
や
、
来

年
度
使
用
予
定
の
教
科
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

来
館
さ
れ
る
方
は
、
中
条
小
学
校
の
職
員
（
教

頭
先
生
）
に
申
し
出
て
、
閲
覧
者
名
簿
に
氏
名

を
記
入
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
津
幡
町
立
中
条
小
学
校
（
特
別
教
室
）

（
河
北
郡
津
幡
町
字
南
中
条
へ
81
番
地
）

☎
２
８
９
―
２
２
０
６

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

曜
日
▼
月
〜
金
曜
日

問
い
合
わ
せ
先
▼

金
沢
教
育
事
務
所
☎
２
２
１
―
６
７
７
６
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交

通

事

故

の

紛

争

で

お

困

り

の

方

は

◎
交
通
事
故
に
よ
る
賠
償
問
題
等
を
、
無
料
で

相
談
の
み
な
ら
ず
、
一
歩
進
ん
で
和
解
の
斡

旋
等
を
行
う
公
益
法
人
で
す
。

◎
経
験
豊
富
な
嘱
託
弁
護
士
が
、
中
立
・
公
正

な
立
場
で
直
接
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
相
談
は
予
約
制
で
す
。

事
前
に
電
話
で
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

第
２
回
内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ

ン

サ

ー

ト

内
灘
町
在
住
の
音
楽
家
と
内
灘
中
学
生
達
が

作
り
上
げ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

今
回
は
五
木
寛
之
氏
作
詞
に
よ
る
内
灘
の
歌

も
、
ソ
プ
ラ
ノ
と
バ
リ
ト
ン
で
紹
介
し
ま
す
。

日
時
▼
４
月
21
日
（日）

午
後
２
時
〜

場
所
▼
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

主
催
▼
内
灘
町
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会

共
催
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会
、
内
灘
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会

入
場
▼
無
料

出
演
者
▼
片
岡
の
り
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
野
沢

善
一
郎
（
バ
リ
ト
ン
）、
野
沢
知
佐
子
（
ピ

ア
ノ
）、
山
崎
伸
代
（
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
）、

（財）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

『
金
沢
相
談
室
』
へ

☎
２
３
４
―
６
６
５
０

金
沢
市
本
町
２
―
11
―
７

（
金
沢
フ
コ
ク
生
命
駅
前
ビ
ル
12
階
）

中
森
千
尋
（
ピ
ア
ノ
）、
弦
楽
グ
ル
ー
プ

「
エ
コ
・
ア
ー
ミ
ー
」、女
声
コ
ー
ラ
ス「
波
」、

内
灘
中
学
合
唱
部
、
吹
奏
学
部

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

☎
２
３
７
―
３
６
２
４

女
性
県
政
学
習
バ
ス
に

参

加

し

ま

せ

ん

か

平
成
14
年
度
『
女
性
県
政
学
習
バ
ス
』
の
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

バ
ス
を
利
用
し
て
県
の
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
原
則
と
し
て
、
35
〜
55
人
ま
で
の
女
性

の
団
体
（
単
一
又
は
複
数
で
構
成
し
た
グ
ル

ー
プ
）

運
行
期
間
▼
５
月
７
日
（火）
〜
11
月
29
日
（金）

申
込
期
間
▼
３
月
４
日
（月）
〜
15
日
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先
▼

県
庁
女
性
青
少
年
課

男
女
共
同
参
画
推
進
室

〒
９
２
０
―
８
５
８
０

金
沢
市
広
坂
２
―
１
―
１

☎
２
２
３
―
９
１
０
７

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
右
記
の
窓
口

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
実
施
要
領
を
お
送
り

し
ま
す
。

※
初
め
て
の
団
体
を
歓
迎
し
ま
す
。

鈴
木
光
司
さ
ん
の
ト
ー
ク
＆

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

―
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２
―

「
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２

ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
パ
ー
ト
３
を
開

催
し
ま
す
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
・
鈴
木
光
司
氏
の
ト
ー

ク
と
、
珍
し
い
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
フ
ル
ー
ト
を
取

り
入
れ
た
フ
ル
ー
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
21
日
（
祝
・
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

《
ト
ー
ク
》

演
題

「
新
し
い
歌
を
う
た
お
う
」

講
師

作
家
　
鈴す

ず

木き

光こ
う

司じ

氏

・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
『
リ
ン
グ
』、

吉
川
英
治
文
学
新
人

賞
を
受
賞
し
た
『
ら

せ
ん
』
の
ほ
か
、

「
ル
ー
プ
』『
バ
ー
ス

デ
イ
』
な
ど
の
著
書

が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
ホ
ラ
ー
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役

と
し
て
有
名
だ
が
、
自
称
、「
文
壇
最
強
の
子
育

て
パ
パ
」
と
し
て
家
事
・
子
育
て
を
実
践
し
た

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
、
エ
ッ
セ
イ
『
家
族
の

絆
』
な
ど
子
育
て
世
代
へ
熱
い
エ
ー
ル
を
送
る

作
品
も
多
数
出
版
。
最
近
で
は
『
仄ほ

の

暗
い
水
の

底
か
ら
』
が
上
映
さ
れ
大
反
響
。

・
「
中
央
教
育
審
議
会
」
専
門
委
員
、「
少
子
化
へ

の
対
応
を
推
進
す
る
国
民
会
議
」
委
員
を
務
め

る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
。

《
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
》

湖
笛

う
み
ぶ
え

の
会
（
フ
ル
ー
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
に

よ
る
フ
ル
ー
ト
５
重
奏
と
ピ
ア
ノ
伴
奏

※
手
話
通
訳
・
託
児
室
が
あ
り
ま
す
。
託
児
希

望
の
方
は
、
３
月
14
日
（木）
ま
で
に
生
涯
学
習

課
あ
て
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

第
１
回

日
時
▼
３
月
６
日
（水）

午
後
７
時
30
分

場
所
▼
屋
内
温
水
プ
ー
ル
２
階
研
修
室

講
師
▼
金
沢
医
科
大
学
講
師
　
上
田
文
夫

氏

テ
ー
マ
▼

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
知
識
」

第
２
回

日
時
▼
３
月
15
日
（金）

午
後
７
時

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

講
師
▼
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

塚
本
清
彦

氏

テ
ー
マ
▼

「
私
の
指
導
法
」

―
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
み
る

世
界
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
―

入場無料
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通
信
講
座
受
講
生
募
集

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
職
業
能
力
開
発
総

合
大
学
校
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
で
は
、
１

級
技
能
士
・
２
級
技
能
士
資
格
取
得
の
た
め
の

新
年
度
通
信
講
座
を
開
講
し
、
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

生
産
現
場
で
働
く
中
堅
技
能
者
、
高
度
熟
練

技
能
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
講
座
を
修
了
す

る
と
技
能
検
定
の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
、
さ

ら
に
こ
の
講
座
は
生
涯
能
力
開
発
給
付
金
ま
た

は
、
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
（
第
２
種
教
育
訓

練
）
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
支
給
要

件
に
該
当
す
る
場
合
）

受
講
期
間
は
１
年
で
い
つ
か
ら
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
　
石
川
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
石
川
）

☎
２
６
７
―
８
８
６
４

FAX
２
６
７
―
０
８
１
９

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

第
32
回
内
灘
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
左
記
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
陽
春
の
日
差
し
を
浴
び
な
が

ら
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
腕
試
し
は
い
か
が
で
す
か
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
　
時
▼

４
月
20
日
（土）

午
前
７
時
ス
タ
ー
ト

場
　
所
▼

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　
金
沢
リ
ン
ク
ス

会
　
費
▼

５，

０
０
０
円

申
込
先
▼

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
　
荒
家
良
樹

（
昼
）
内
灘
町
水
道
課

（
夜
間
）
自
宅
☎
２
８
６
―
１
８
３
３

締
切
り
▼

４
月
３
日
（水）

狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録

手
続
き
ご
案
内

狂
犬
病
予
防
注
射

（
集
合
注
射
）
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
し
て
な
い
犬
を

お
飼
い
の
方
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

と
同
時
に
犬
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
・
犬
登
録
に
係
る
費
用
▼

注
射
手
数
料

３，

０
０
０
円
（
注
射
料
含
む
）

登
録
手
数
料

３，

０
０
０
円

（
※
注
射
と
登
録
を
同
時
に
さ
れ
る
場
合
は

６，
０
０
０
円
）

◎
都
合
で
、
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
飼
っ
た
日
（
生
後
90

日
以
内
の
犬
は
、生
後
90
日
を
経
過
し
た
日
）

か
ら
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
登
録
は
、
一
生
涯
一
度
の
登
録
と
な
っ

て
お
り
、
所
在
地
の
市
町
村
へ
登
録
を
し
ま
す
。

◎
引
っ
越
し
な
ど
で
他
の
市
町
村
か
ら
移
動
の

場
合
や
、
飼
い
主
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
交
付
を
受
け
て
い
る
鑑
札
を
添
え
て
所

在
地
等
の
変
更
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
犬
が
死
亡
し
て
既
に
飼
っ
て
い
な
い
方
は
、

犬
の
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
が
！

最
近
、
公
園
や
道
路
で
犬
や
猫
に
よ
る
ふ
ん

害
が
目
立
ち
ま
す
。

「
子
ど
も
を
連
れ
て
、
公
園
へ
行
っ
て
も
ふ

ん
が
あ
っ
て
気
持
ち
よ
く
遊
べ
な
い
。」

「
よ
く
、
家
の
前
で
ふ
ん
を
そ
の
ま
ま
に
さ

れ
て
困
り
ま
す
。」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

の
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
ま
た
、
犬
の

放
し
飼
い
は
、
時
に
は
人
を
攻
撃
し
た
り
、
作

物
を
荒
ら
し
た
り
、
他
の
犬
や
猫
と
ケ
ン
カ
し

た
り
、
ま
た
交
通
事
故
な
ど
に
遭
う
危
険
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ

う
。
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
み
な
さ
ん
で
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
散
歩
さ
れ
る
と
き
に

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
首
輪
が
抜
け
た
り
、
引
き
綱
が
外
れ
な
い
よ

う
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
さ
せ
る
場
所
、
時
間
な
ど
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ふ
ん
の
後
始
末
用
の
シ
ャ
ベ
ル
や
袋
を
持
っ

て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

西
荒
屋
公
民
館
10：

30
〜
11：
15

４
月
10
日
水
宮
坂
公
民
館

11：

40
〜
12：
00

大
根
布
公
民
館
13：

30
〜
15：

00

ア
カ
シ
ア
公
民
館

10：

00
〜
10：

45

４
月
11
日
木
緑
台
公
民
館

11：

15
〜
12：

00

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館

13：

30
〜
14：

30

向
粟
崎
公
民
館
10：

00
〜
11：

30

４
月
12
日
金
千
鳥
台
公
民
館
13：

00
〜
13：

45

大
清
台
公
民
館
14：

15
〜
15：

00

４
月
14
日
日
保
健
セ
ン
タ
ー
10：

00
〜
12：

00

月
　
日
曜
日

会
　
　
場

時
　
　
間
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第５期第４期

介護保険からのお知らせ　３月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成12年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成13年10月から納付方法

が年金からの天引き（特別徴収）に変更となっておりますので、ご注意ください。

平成13年度中に65歳に到達される方については、平成14年９月までは普通徴収となります。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成13年度第５期分の納期限は、４月１日（月）
です。納め忘れのないようにお願いします。

◎介護保険に関するお問い合わせは　保険年金課介護保険室　☎286－6703（直通）

平成13年度

第１期 第３期

７月10日～

７月31日

９月１日～

10月１日

11月１日～

11月30日

１月１日～

１月31日

３月１日～

４月１日

平成13年度の介護保険料

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入が便

利です。金融機関・郵便局・役場で手続きが

できます。

年 金 の お 届 け も お 忘 れ な く

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられなく

なり、介護保険料の天引きができなくなる場合があります。

年金の現況届は速やかに提出しましょう。

第２期

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
の
更
新
は

お

済

み

で

す

か

。

旧
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
13

年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

更
新
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
内
灘

町
役
場
保
険
年
金
課
で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
旧
の
被
保
険
者
証
及
び
印

鑑
を
持
参
し
、
更
新
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
12
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
３
月
14
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

精
神
障
害
者
福
祉
関
係
の

窓

口

が

変

わ

り

ま

す

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
４
月
１
日

か
ら
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
や
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
交
付
を
申
請
す
る
場

合
、
申
請
先
が
こ
れ
ま
で
の
石
川
県
石
川
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
居
住
地
の
市
町
村
役

場
に
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

求

人

情

報

を

身

近

で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
金
沢
・
津
幡
の
求
人
情
報

を
、
役
場
窓
口
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
事
を
ご

存
じ
で
す
か
？

金
沢
（
毎
週
）、
津
幡
（
月
２
回
）、
各
求
人

情
報
を
取
り
ま
と
め
、
役
場
１
階
の
フ
ロ
ア
ー

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
求
職
中
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
同
様
の
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
産
業
経
済

課
か
ら
も
リ
ン
ク
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
判
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
産
業
経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.h
ello
w
o
rk.g
o
.jp

h
ttp
://w
w
w
.jo
b
-n
et.jp

問
い
合
わ
せ
先
▼
産
業
経
済
課
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私は会社員で厚生年金に加入しています
が、今年６月に、結婚のため会社を退職し
て会社員の妻となる予定です。

この場合、第３号被保険者の届出が必要になる
と思いますが、どこへ届出をすればいいのでしょ
うか。

第３号被保険者に関する各種届出（資格取
得、資格喪失、種別変更、住所変更及び死亡
届）は、現在、お住まいの市役所・町村役場

に提出することになっています。
しかし、平成14年４月からは、配偶者である第
２号被保険者（厚生年金や共済組合に加入している
会社員や公務員）が勤務している事業所の事業主等
を経由して、健康保険等の被扶養者の届出と一緒に
社会保険事務所へ提出することになりますので、ご
主人の会社へ届出していただくことになります。

ＡＡＡＡ
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国民年金の保険料が納めやすくなります。

○３月末に国より直接納付案内します
納付書は、今までは町役場から送付されていました
が、平成14年４月分からの保険料につきましては、
国より直接送付するという方法に変更となります。
３月末に納付書を、国より直接皆様のお手元に送付
します。

○保険料を納める窓口が拡大します
これまでは、町が指定した金融機関あるいは町窓口
で納めていただいていましたが、４月より全国すべて

の銀行、郵便局、農協、信用組合、信用金庫、労働金
庫でも納付あるいは口座振替ができるようになりま
す。また、社会保険事務所の窓口においても納付する
ことができます。

○口座振替が確実で便利です
保険料は、毎月納付が原則です。
納め忘れがなく確実で手間と時間が省ける口座振替
が大変便利です。

14年４月から国民年金の保険料の取扱いが町から国に変わります。それに伴って、全国どこの金融機関
でも納めていただけるようになります。

国民年金保険料の免除制度が変わります。
○半額免除制度がスタートします
現在は全額納付するか、保険料納付が著しく困難な
場合に、申請により全額免除になるかのどちらかです
が、「納めたいけど、全額はちょっと無理…」と言わ
れる方のために、平成14年４月から国民年金保険
料の半額免除制度が始まります。
この制度は、前年度の所得が、ある一定額以下の人
を対象とします。また、学生納付特例を受けられる方
には適用されません。
なお、老齢基礎年金を計算するときは、半額免除の
期間については、半額の保険料を納めることで、年金
額は３分の２として計算されます。

○学生納付特例制度の対象が広がります
平成14年4月からは、夜間及び通信課程の学生
も学生納付特例制度の対象となります。

○毎年度届出をし、承認を受ければ、在学期間中の国
民年金保険料を卒業してから納められる仕組みで
す。（特例期間から10年以内に納付）
学生納付特例期間中に、病気やけがで障害になって
しまった時には、障害基礎年金が満額受けられます。

【対象者は？】
○学生本人の前年の所得が68万円（給与収入で133
万円）以下の場合です。

学生納付特例制度とは？

年金請求手続き等にご利用ください。
◎受付時間　午前９時～午後４時

※土・日曜日・祝祭日はお休みです。

国民年金・厚生年金のことでわからないことはありませんか

移転場所 金沢市鳴和1-17-30 石川社会保険事務局１Ｆ
交通案内 ●バスをご利用される方は、「鳴和」バス停で下

車してください。
●電車（ＪＲ）をご利用される方は、「東金沢駅」
で降り、徒歩10分程度です。

金沢年金相談サービスセンター
が移転します

ＱＱＱＱ平成14年３月18日より



ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た

め
に
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

町
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
療
養
見
舞
金

20
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
親
子
や
両
親
の
い
な
い
子
ど
も
が
、
病

気
や
け
が
の
た
め
の
通
院
・
入
院
し
た
と
き
、

そ
の
日
数
に
応
じ
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
子
ど
も
が
20
歳
に
な
っ
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
奨
学
金

ひ
と
り
親
家
庭
等
で
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

者
に
対
す
る
、
奨
学
金
を

支
給
し
ま
す
。

保
育
所
に
入
所
さ
れ
て

い
る
者
及
び
就
学
期
間
中

の
者
。（
た
だ
し
、
子
ど
も

が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
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河
北
郡
広
域
事
務
組
合
の
ご
み
焼
却
施
設
で

は
、
年
一
回
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
を
測
定
し
て
お
り
ま
す
。平
成
十
三
年
度
も
、

国
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
標
達
成
の
た

め
、焼
却
炉
運
転
管
理
基
準
の
強
化
に
つ
と
め
、

下
記
の
測
定
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

※
緊
急
対
策
基
準

ご
み
焼
却
施
設
周
辺
の
も
っ
と
も
影
響
を
受

け
る
地
点
に
お
い
て
も
、
摂
取
量
の
合
計
が

当
面
の
耐
容
一
日
摂
取
量
に
達
す
る
お
そ
れ

の
な
い
よ
う
、
緊
急
対
策
の
判
断
の
た
め
に

設
定
し
た
基
準
。

※
恒
久
対
策
基
準

緊
急
対
策
の
判
断
基
準
を
下
回
っ
た
場
合
で

も
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
量
を
技
術
的

に
可
能
な
限
り
削
減
す
る
た
め
の
基
準
。

問
い
合
わ
せ
先

河
北
郡
広
域
事
務
組
合

☎
２
８
８
―
４
５
４
５

町
民
生
活
課

☎
２
８
６
―
６
７
０
１

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

測
定
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

ダイオキシン類分析結果

※1ng＝10億分の1g

施　設　名

クリーンセンター１号炉

クリーンセンター２号炉

第２クリーンセンター

広域汚泥焼却センター

ng-TEQ/m3N

ng-TEQ/m3N

ng-TEQ/m3N

ng-TEQ/m3N

3.4

2.4

0.091

0.00059

1.6

1.8

0.0023

0.000097

80 5

単　位
12年度 13年度

分 析 結 果 国が定めたガイドライン

緊急対策基準 恒久対策基準

通院
町（父子及び母子家庭）
※支給額（１人あたり）

※支給回数
同一年度内に通院・入院それぞれ２
回以内

※申請期限
通院が終わった日及び退院の日から
90日以内

県（母子家庭）

入院

30日以上
7日以上30日未満
30日を超えるもの

5,000円
10,000円
20,000円

通院
入院

15日以上
1日以上

20,000～30,000円
20,000～170,000円

学齢前児童
小 学 生
中 学 生
高 校 生

※支給額（１人あたり）
2,000円
2,000円
2,500円
2,500円

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
公
庫
は
「
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
」

で
５
年
以
上
の
廃
止
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た

が
、
公
庫
が
存
続
す
る
間
は
引
き
続
き
融
資

業
務
は
行
わ
れ
ま
す
。「
長
期
・
固
定
金
利
」、

「
全
国
一
律
で
無
選
別
」、「
技
術
基
準
や
技

術
審
査
に
よ
る
安
心
な
住
宅
」
を
特
徴
と
す

る
公
庫
融
資
は
、
引
き
続
き
皆
様
の
マ
イ
ホ

ー
ム
の
夢
の
実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◎
公
庫
を
利
用
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
様
の
ロ
ー

ン
は
、
公
庫
廃
止
後
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る

公
共
性
の
高
い
独
立
行
政
法
人
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。
公
庫
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
き
め
細

や
か
な
返
済
困
難
者
対
策
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
し
、
当
然
な
が
ら
返
済
条
件
を
一
方

的
に
変
更
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

◎
来
年
度
か
ら
融
資
率
の
上
限
が
、
年
収
800
万

円
以
下
の
方
は
80
％
に
、
年
収
800
万
超
の
方

は
50
％
に
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
民
間
金
融
機
関
と
の
協

調
融
資
商
品
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

・
全
国
版
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u
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/

・
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陸
支
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w
w
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ko
u
/

問
い
合
わ
せ
先
▼
住
宅
金
融
公
庫
北
陸
支
店

☎
２
６
３
―
３
４
２
１
（代）



ポイ捨ての禁止 

公共用地（公園、
道路等）や他人
が所有する場所
にごみを捨てて
はいけない。 

飼い犬のふんの回収 

公共用地や他人が所有す
る場所で飼い犬がふんを
した場合、直ちに回収し
なければならない。 

空き地・空き家の管理 

土地所有者は常に適正な管理（雑草
雑木の繁茂になら 
ないこと等）に 
努めなければ 
ならない。 

回収容器の設置及び管理 

自動販売機を設置
する者は、空き缶
等の散乱防止の
為回収容器の設
置並びに維持管
理に努めなけれ
ばならない。 

　皆さんの近所では、たばこの吸い殻や空き缶のポイ捨て、犬のふんの放置などで困っていませんか？
内灘町では町民の皆さん、事業者及び町が一体となって取り組む４項目を「環境美化条例」で定めてい
ます。大切なのは「きれいなまちにしたい」という意識です。お互いに協力し、よりよいまちづくりを
めざしましょう。 

問い合わせ先　町民部町民生活課　☎286－6701

鶴ヶ丘小学校の児童のみなさんがごみについて考えてくれました。 
－６年生総合の学習「内灘町夢プラン」より－ 

○きれいな町にするために 
　私たちは町の人50人にアンケートをとりました。その結果、海がきたないとの声が多かったので11月
３日に海のゴミそうじをしました。予想以上にゴミがありました。みなさんこれからは自分で出したゴミ
は自分で始末しましょう。  
○海について 
　内灘の海をきれにしようと考えています。海について町の人73人に聞きました。アンケートの結果、
内灘町のほとんどの人が内灘町の海を汚いと答えました。 
　海をきれいにするにはゴミ拾いをする、ゴミを捨てないと答えた人が多かったです。アンケートを見て、
ゴミ拾いをするという意見が多かったのでゴミ拾いをしました。  

〈感想〉 
○いっぱいゴミ拾いをしたけど、まだまだゴミがあるのでこれからも海をキレイにしようと心がけて欲しい。 
○たくさんゴミがあったけどかたづいてよかった。 
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 　子供対象 
 　日付：3月31日（日） 

 　場所：総合公園（海賊船） 

 　時間：10：30～ 

 　内容：お楽しみ！ 
　　　　　   (雨が降る場合中止になります。)

卵探し 

　イースターはイエス・キリストの復活のお祝いです。キリスト教徒にとって最も重要な行事で、世界中の20億
人のキリスト教徒が祝福するそうです。教会は春の花で飾られ、大勢の信者は礼拝に行って、生命の喜びや豊か
さに感謝して、賛美歌を歌います。 

　イースターの日の前の40日間は＜レント（Lent）＞といって、祈りや断食の期間です。キ
リストが40日間荒野で断食をしたことを考える機会となります。レントが始まる前日はパ
ンケーキの日（Pancake Day）と言います。断食に入る前に家にある贅沢な食べ物を使い切
ってしまうために、色々な美味しい物を入れたパンケーキを作ります。レントの断食をす
る風習はだいぶすたれてきていますが、パンケーキの日だけを守もっている家庭がたくさ
んあります。ある町は「パンケーキ・レース」 （パンケーキ競争）を行いますよ！（って想像で
きるのかな…？写真見て見て！すごくない？内灘の皆さんもやって見ない？）（笑い）  
　レントの最後の一週間は「聖週間（Holy Week）」で、その週の金曜日(休日)「聖金曜日（Good 
Friday）」にはキリストがはりつけにされたことを思い起こす日だそうです。この日の習慣
は「Hot Cross Bun（十字形をつけた菓子パン）」を食べることです。イースターの日の次の
月曜日も休日で、家族はよくみんなで散歩をするか、スポーツ観戦をしに行きます。勿論、
家庭や宗教によってイースターの過ごし方が異なるのでこれは絶対的なものではありま
せんよ。 

1950年のパンケーキ・
レース（イギリス）フラ
イパンを持って走りな
がら、フライパンの上で
パンケーキを何回も裏
返しにします。 

I would like to thank these homepages for this information. Feel free to check them out! 
All about Easter:http://www.execpc.com/̃tmuth/easter/main.htm 
Akita Prefecture homepage:http://www.pref.akita.jp 
Upside Down homepage:http://www.upsidetown.com

　イースターの日は、太陰暦に基づいて決まるため、その年によって異なります。す
なわち３月21日（春分の日）過ぎの満月日（３月22日と４月25日の間の１日）の後に

やって来る、最初の日曜日がイースターの日（Easter Sunday）となります。ちなみに、今年は３月31日ですね。 

　「イースターの卵（Easter Egg）」 現在の最も有名なイースターの象徴で、命は
全部卵から始まるから、生命のシンボルです。子どもは卵を使って、色々な面白

い活動をします。例えば、卵に色や絵を付けて、「イースター・エッグ・ハント」（卵探し）を楽しみます。子どもは
よく親戚にチョコ卵をもらいます。  
　イースターのうさぎ（Easter Bunny） うさぎは元々、子孫繁栄の神様「イーストルッス」
（Eastrus）を表し、ドイツで16世紀にイースターの象徴になったようです。子どもは 
イースターのうさぎが着色した卵を持ってくることを信じています。 

　色々とイースターの歴史について書いてきたけど、普通の若者にとって
みれば、一番の目玉はやっぱりイースターの4連休！ 

１. folks＝家族、両親  
２. Sleepover＝お泊まり（slumber partyって言うとお泊まり会の事）  
３. awesome＝（この場合は、「いいね～」とか「楽しそう！」）  
４. mess around＝汚す、危害を加える 
     例：Don't mess around with cops(警察には関わらない方が良いよ)  
５. chip in＝少しづつ出し合う（お金）  
６. booze＝お酒（特にビール） 

Hey Yuko, my folks are going away for Easter. Wanna 
come sleepover for the weekend?  
ねぇYuko、イースターにね、家族が旅行に行っちゃうから泊まり
に来ない？  
Of course! That'll be awesome! We can invite some 
other people too and have a party.  
もちろん！いいね～、絶対行くよ！じゃあさ、他にも人呼んでパー
ティーしようよ。  
Yeah, as long as no one messes around with my 
parents' room. I almost got killed last time I did that.  
いいけど、絶対に親の部屋には入らないで。この前ばれて、もう少
しで殺されそうになったんだから。  
We'll make sure no one gets into their room. It won't 
be a problem.  
うん。絶対誰も入れない様に気を付ければ大丈夫だよ。   
Let's get everyone to chip in for the booze and snacks 
so that we won't end up paying for all of them 
ourselves.   
あとさ、皆に少しづつお酒やお菓子とかの金を払ってもらおうね。
じゃないとうちらが全部払う事になっちゃうよ。  
Good idea.   
そうだね。そうしよ。 

Sarah ： 

サ　ラ ： 

Yuko ： 

ゆうこ ： 

Sarah ： 

サ　ラ ： 

Yuko ： 

ゆうこ ： 

Sarah ： 

サ　ラ ： 

Yuko ： 
ゆうこ ： 

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
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知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
テレビ、電子レンジ、ホームベーカリー、ベッド、
2段ベッド、普通自転車、一輪車、大人用三輪車、
子ども用自転車（20～24インチ）、ベビー用品、
ノートパソコン、ミシン、スノーボード、
いらなくなった毛糸、片手なべ、フライパン、
ギター等（フォーク、エレキ、ベース）、
軽４スタッドレスタイヤ（サイズ135/80R12 65Q）、
内灘中学校男子制服（160・175～180cm）、
内灘中学校体操服 上（Lサイズ）下（2L又は3Lサイズ）、
鶴ヶ丘小学校夏スカート、夏ズボン、冬ズボン（130cm以上）、
清湖小学校体操ズボン（120cm以上）、
FAX、CDラジカセ、ビデオデッキ

●譲ります（提供品）
机とイス（白色）、
ガスストーブ、
黒色ランドセル、
エレクトーン

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（2月25日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701
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３
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ツベルクリン反応検査とBCG接種
3月26日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

3月28日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年11月生

（時間）13：00～14：00

｝
4月23日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

4月25日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年12月生｝

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

3月14日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、レオ･
レオニさんの作
品をとりあげ
ます。絵本の
読みきかせの
ほか「初めての絵本」の紹介もあります。
フリートークもありますので、絵本のこ
とだけでなく、育児のこと他いろいろお
話しください。お母さんだけでもOK。ど
なたでもお気軽においでください。

今月のテーマ

『レオ･レオニさんの絵本』

3月13日（水）

10：00～11：00

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○元気いっぱい！幼児体操②
講師：幼児体操教室

スポーツエデュケーション･レオ

3月20日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○楽しい劇あそび
人形劇サークル らくだ

＝みんなで考えよう＝
○１年間楽しかったね！
お別れ会

１才6か月児健診
3月19日（火） 対象 12年 8月生
4月16日（火） 対象 12年 9月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
3月12日（火）対象 10年11月生
4月 9日（火）対象 10年12月生

（時間）13：00～14：00

4か月児健診
3月26日（火） 対象 13年11月生
4月23日（火） 対象 13年12月生

（時間）13：00～14：00

平日   9：00～12：00
（月～金） 

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。 

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ 
・オムツやごみは持ち帰ってネ 
・おもちゃや絵本はかたづけてネ 

平日   9：00～12：00 
　　 13：00～17：00（月～金） 

ひよこっこサークル
4月10日（水）対象 5～6か月児　

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

“ころばぬ先の杖”－転倒防止について－

参加ご希望
の方は 

3月22日（金
）までに 

保健センタ
ーへ 

ご連絡くだ
さい。 

寝たきりの原因に転倒があります。お年寄
りが転倒すると骨折することが多く、治りに
くいために寝たきりになりやすいのです！予
防について一緒に考えてみましょう。どうぞ、
お気軽にご参加ください。

日程 3月29日（金）
時間 13：30～14：30
講師 金沢医科大学病院　リハビリテーション部

教授　山口　昌夫 氏
場所 福祉センター リハビリ室

健康講座



次回のまいどさんは喜多さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

今月は 中村 さんから紹介のあった、喜多 肇 さんに登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

喜多　　肇さん 
（25歳・鶴ヶ丘5） 

き た  はじめ 

　町民のみなさんまいどさん。早いもんで暦もとうとう３月になってしまいまし

た。今回出場するにあたり軽く自己紹介させていただきます。え～右手の写真を

見て、わかる人もいるかと思いますが、僕は向粟崎の伝統芸能である「悪魔祓い」

の保存会に入っております。先月、金沢市公民館フェアという行事より招待を受

け、演舞披露してきました。今後もいろんな行事に参加して、いろんな人達に「向

粟崎悪魔祓い」を知ってもらえばいいなと思います。 

　他、消防団に所属し、火事はもちろん、消火栓の点検や各地区の防火訓練等いろ

んな活動をしています。これからも自分のできる範囲でいろんな事に協力、貢献

していきたいなと思います。 
 

町へ一言：「NHKのど自慢」・「なんでも鑑定団」を内灘町で!!
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美

ハ
マ
ナ
ス
２

広
人
・
和
美

千
鳥
台
２

博
之
・
一
枝

緑
台
１

公
人
・
五
月

向
陽
台
２

昌
敏
・
久
江

千
鳥
台
４

浩
一
・
二
三
代

鶴
ヶ
丘
１

敏
昭
・
紀
代
美

緑
台
２

克
也
・
美
智
恵

大
根
布
２

隆
裕
・
恵
美

鶴
ヶ
丘
２

武
志
・
か
お
り

鶴
ヶ
丘
４

啓
太
郎
・
ま
ゆ
み
大
清
台

義
博
・
美
也
子

向
粟
崎
２

博
明
・
美
智
子

西
荒
屋

信
夫
・
牧
子

大
学
２

光
洋
・
美
和

大
根
布
３

雄
・
菊
代

大
根
布
１

脇わ
き

田た

梓し

園お
ん

東ひ
が
し

洋
平

よ
う
へ
い

八
木

や

ぎ

春は
る

帆ほ

高た
か

田た

知と
も

実み

標し
め
ぎ

一
歩
輝

い

ぶ

き

勝
博
・
宏
美

宮
坂

忍
・
ひ
と
み

緑
台
２

啓
行
・
陽
子

ア
カ
シ
ア
２

善
作
・
雅
子

大
学
２

佳
寿
洋
・
麻
未

鶴
ヶ
丘
４

戸
籍
の
窓
2
月
12
日
ま
で
の

届
出
分

（（（（（（
け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

吉よ
し

井い

洋よ
う

一い
ち

金
沢
市

川か
わ

端ば
た

友と
も

美み

向
粟
崎
５

亀か
め

田だ

康こ
う

司じ

千
鳥
台
２

江え

尻じ
り

好よ
し

美み

千
鳥
台
２

島し
ま

野の

大だ
い

輔す
け

向
粟
崎
５

長
谷
川

は

せ

が

わ

直な
お

子こ

金
沢
市

長
谷
川

は

せ

が

わ

泰た
い

介す
け

緑
台
２

中な
か

西に
し

真ま

理り

金
沢
市

洞ど
う

庭に
わ

孝こ
う

司じ

鶴
ヶ
丘
１

鍋な
べ

島し
ま

早さ

織お
り

津
幡
町

権ご
ん

野の

賢け
ん

次じ

千
鳥
台
２

庄し
ょ
う

司じ

理り

愛え

千
葉
県

藤ふ
じ

田た

俊
し
ゅ
ん

二じ

大
根
布
４

71
才

吉
川

よ
し
か
わ

修
お
さ
む

旭
ヶ
丘

70
才

堀ほ
り

勝
行

か
つ
ゆ
き

鶴
ヶ
丘
２

56
才

中な
か

津つ

光み
つ

江え

鶴
ヶ
丘
５

55
才

丸
銭

ま
る
ぜ
に

澄す
み

子こ

大
根
布
５

85
才

米
林

よ
ね
ば
や
し

竹た
け

夫お

旭
ヶ
丘

51
才

安や
す

江え

善
一

ぜ
ん
い
ち

室

74
才

銭
丸

ぜ
に
ま
る

二
美
雄

ふ

み

お

大
清
台

70
才

優
良
自
動
車
運
転
者
募
集

内
灘
町
で
は
、
四
月
上
旬
に
優

良
自
動
車
運
転
者
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。

次
の
表
彰
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
免
許
証
と
無
事
故
無
違
反
証

明
手
数
料
七
百
円
を
ご
持
参
の
う

え
、
役
場
五
階
の
企
画
調
整
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１．

平
成
十
四
年
二
月
末
日
で
五

年
以
上
無
事
故
無
違
反
の
方

２．

司
法
・
行
政
処
分
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方

３．

以
前
に
こ
の
表
彰
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方

４．

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
方

申
込
締
切
日
▼
三
月
十
五
日
（金）

問
い
合
わ
せ
先
▼

企
画
調
整
課

☎
２
８
６
―
６
７
２
３
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

3月27日（水） 3月28日（木） 3月29日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

10

〃

〃

〃

12

〃

〃

5

12

5

〃

〃

〃

3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

19
19：00～20：00

〃

〃

19
19：30～20：30

18
19：00～20：00

18
20：00～21：00

18
19：00～20：00

18
18：00～19：00

26
6：30～7：30

25
19：00～20：00

〃

21
8：00～9：00

26
8：00～9：00

26
19：00～20：00

26
18：30～19：30

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
11：00～12：00

4月

13

〃

〃

〃

8

〃

〃

1

8

1

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

3月 4月
15

19：00～20：00

〃

〃

15
19：30～20：30

14
19：00～20：00

14
20：00～21：00

14
19：00～20：00

14
18：00～19：00

29
6：30～7：30

28
19：00～20：00

〃

24
8：00～9：00

29
8：00～9：00

29
19：00～20：00

29
18：30～19：30

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
11：00～12：00

3月

 
ペットボトルのリングは、取り外さなくても良くなり、
分別がしやすくなりました。 
リサイクルにご協力ください。 

1,717
449
427
819
1,207
760
1,643
1,006
719
1,564
512
426
376
426
42
555
251
77

12,976
21

1,817
532
455
871
1,230
784
1,705
1,093
725
1,599
501
658
373
455
36
561
281
80

13,756
3

3,534
981
882
1,690
2,437
1,544
3,348
2,099
1,444
3,163
1,013
1,084
749
881
78

1,116
532
157

26,732
24

1,150
352
320
599
767
514
1,115
712
521
1,036
478
611
267
254
26
315
154
47

9,238
10

内灘町字別人口世帯数 平成14年1月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発　行
内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

3～4月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

3/10
（日）

3/17
（日）

3/21
（木･祝）

3/24
（日）

3/31
（日）

4/7
（日）

4/14
（日）

いこま眼科医院 津幡町津幡ニ522 289-4175

なかお医院（内） 宇ノ気町七窪ハ17-6 283-6655

一林医院（内・小） 津幡町庄ウ3 289-2002

秋山クリニック（胃腸･内･肛門）内灘町ハマナス1-8-1 286-8843

船木整形外科医院 七塚町白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

田中医院（耳鼻咽喉） 内灘町向陽台2丁目224 237-6923

松岡医院（内･小） 津幡町越中坂90 288-1013

宗平内科医院（内･循･神内）津幡町井上の荘2丁目1-1 288-7600

保志場医院（産婦･内･小） 高松町高松ノ90甲 281-0069

カセノ内科医院 七塚町木津ニ140-4 285-0008

金原皮膚科医院 内灘町アカシア1丁目48 237-7950

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

元谷医院（外・内） 高松町高松ム68 281-0691

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

善
意
の
花 

善
意
の
花 

○
内
灘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
務
部
よ
り
学
園
祭
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
収
益
金
を
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
内
灘
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ

り
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
　
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会


